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カ
ク

寺
院
破
却
を
命
ぜ
ら
れ
、
後
地
内
に
鍵
源
庵
と
稿
す

る
尼
踏
を
建
て
、
地
騒
愈
を
安
置
し
て
あ
っ
た
が
、

援
務
の
際
再
建
し
て
挺
源
寺
に
復
し
、
明
治
十
四

年
十
二
用
自
火
焼
亡
し
て
、
十
七
年
今
の
地
に
移
っ

た。カ
ク
ゲ
ン
ジ
ウ
ラ
モ
ン
チ
ョ
ウ
慰
源
寺
裏
門
町

金
搬
の
笛
町
名
。
鍵
源
寺
が
法
島
河
原
に
在
っ
た

時
、
そ
の
袈
溜
を
い
う
た
の
で
あ
る
。
鰻
異
担
に
、

『
寛
延
四
年
四
用
八
日
陣
川
川
上
新
町
鍵
源
寺
謀
門

町
下
方
出
火
十
九
軒
焼
失
。
』
と
あ
る
。

カ
ク
ゲ
ン
タ
マ
へ
鑓
源
寺
前
殴
作
所
溜
起
に

紙
せ
た
天
和
三
年
十
一
周
御
算
用
語
の
鶴
付
に
、
鋸

源
寺
町
と
あ
b
、
元
隊
十
四
年
六
周
川
除
奉
行
の
上

巾
替
に
、
『
陪
川
提
源
寺
前
川
除
の
前
き
に
前
々
者
問

地
有
之
故
、
定
検
地
奉
行
支
阻
致
し
、
御
納
戸
銀
を

以
て
川
除
出
来
之
躍
、
其
以
来
金
深
町
方
よ
り
家
建

致
L
、
今
穂
岡
地
無
之
。
』
と
あ
る
。
こ
の
地
往
古
は

法
島
村
で
あ
っ
た
が
、
隠
川
洪
水
の
箆
河
原
と
な
り
、

更
に
そ
こ
に
町
地
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
後
の
平
野

町
に
笛
る
。

カ
タ
シ
ツ
日
ン
ト
ウ
鑓
室
蟻
等
石
川
部
曹
洞

宗
大
束
寺
ご
十
代
の
住
持
。
珠
援
源
科
盟
の
法
制
。

初
め
開
調
寺
に
住

L
、
後
大
莱
寺
を
箇
し
た
。
高
治

ご
年
ご
月
十
日
寂
。

カ
ク
シ
ピ
ラ
キ
隠
閲
務
の
許
可
を
得
ず
し
て

荒
線
地
を
新
聞
し
た
も
の
を
い
ふ
。
隠
閲
の
露
見
し

た
時
は
、
そ
の
歩
数
を
計
台
、
畑
な
ら
ば
折
を
定
め
、

そ
の
村
mm
に
よ
る
手
上
高
と
な
さ
し
め
、
村
役
人
ま

で
も
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
但
し
陸
昨
を
自

.
然
に
切
り
鹿
け
る
如
き
は
隠
閲
で
な
い
。

ガ
タ
シ
ユ
ウ
号
ン
ペ
ン
皐
袈
間
排
前
回
網
記

の
命
に
よ
っ
て
五
十
川
剛
伯
の
鍾
し
た
も
の
o
本
書

鰐
集
要
百
二
十
容
や
・
脆
稲
し
、
同
二
一
年
ま
た
文
総
十
一
際
貿
服
部
下
型
町
か
ら
金
抑
彦
三
町
に
移
旬
、
四
十
一
か
ら
、
請
う
て
水
抑
制
鎚
の
傍
に
滋
路
や
・
聞
い
た
。
依

七
巻
、
五
年
詩
範
九
念
青
上
っ
た
が
、
次
い
で
そ
の
一
年
今
の
地
に
特
じ
た
。
一
っ
て
世
人
之
奇
怪
中
小
路
と
呼
ん
だ
。

子
の
罪
に
座
し
て
能
需
に
肥
誠
せ
ら
れ
た
お
、
編
純
一
カ
ク
シ
ン
ロ
ン
格
心
論
三
加
。
巾
島
向
著
。
一
カ
タ
ド
ウ
イ
賀
操
選
意
天
和
こ
年
十
月
有
出

を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
人
数
の
宅
製
は
心
や
・
栴
し
て
後
百
事
常
識
す
る
に
あ
一
さ
れ
て
御
殴
師
と
な
り
、
新
知
百
五
十
石
そ
領
し
、

カ
タ
ジ
ヨ
ウ
角
丈
石
川
端
宮
艇
の
俳
人
。
梅
一
・
り
と
し
て
、
こ
の
都
青
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
朱
子
・
一
法
限
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
元
職
八
年
授
。
子
孫
版
元
・

原
本
部
寺
十
ご
代
で
喚
来
院
建
憶
と
い
ひ
、
俳
併
や
・
一
一
土
防
明
・
萩
生
但
練
・
太
初
春
痕
・
伊
藤
仁
資
等
や
・
廻
一
関
徹
・
謎
安
・
元
建
惟
説
・
元
兆
・
惟
克
・
元
氏
等
制
鑓

邸
腕
路
角
丈
と
脱
し
た
。
治
稲
首
脳
拾
治
は
必
永
四
一
上
に
上
せ
て
そ
の
級
点
宇
一
論
じ
、
問
答
慨
に
よ
っ
て
一
い
だ
。

年

子

年

寄

に

よ

っ

て

上

木

せ

ら

れ

た

。

一

梢

心

の

製

脅

続

ぎ

撒

く

し

て

ゐ

る

。

一

カ

タ

F
ウ
ソ
ウ
イ
ツ
格
蛍
曹
逸
石
川
郡
山
澗

カ
ク
シ
ョ
ウ
イ
ン
廊
思
院
大
摺
寺
務
中
.
第
六
一
カ
タ
ゼ
ン
鑓
善
一
向
宗
の
併
。
諮
如
上
人
御
一
宗
大
莱
寺
十
六
代
の
住
持
。
月
秀
の
法
制
。
初
め
越

代
前
例
利
紛
の
子
利
簡
の
法
焼
。
持
し
〈
は
廊
増
院
一
一
代
間
関
に
、
司
加
州
菅
生
の
附
正
・
深
谷
の
健
相
官
・
一
・
申
光
翻
寺
や
・
麗
し
、
後
大
東
寺
に
住
し
た
。
寛
永
五

春

山

道

党

同

士

。

一

文

四

郎

な

ど

に

到

し

て

、

信

心

と

い

ふ

は

揃

陀

-R
一
-
年
十
一
月
十
七
日
寂
。

カ
タ
タ
ヨ
ウ
イ
ン
甥
成
院
大
山
市
寺
務
中
一
第
七
一
念
御
た
す
け
候
へ
と
た
の
む
と
き
云
々
0
』
の
交
が
あ
一
カ
ク
=
ヨ
爵
如
本
願
寺
第
一
一
一
代
。
或
は
い
ふ
。

代
前
聞
利
物
の
法
悦
。
諒
し
〈
は
鍵
成
院
泌
郎
総
玄
一
・
り
、
強
如
に
法
そ
聞
い
た
人
で
あ
る
。
深
谷
と
あ
る
一
本
願
寺
の
法
主
で
、
足
跡
脅
加
賀
の
地
に
印
す
る
も

大

開

士

。

一

の

は

江

泊

郷

淀

川

の

波

で

あ

ら

う

。

一

の

は

姪

如

を

以

て

初

と

す

る

と

o
越
稜
賀
三
州
志

カ
ク
シ
ョ
ウ
ジ
鑓
正
春
羽
咋
郡

E
友
に
在
つ
一
カ
タ
ゼ
ン
ヤ
シ
キ
観
善
屋
敷
江
泊
部
波
聞
に
一
に
、
金
保
城
の
起
阪
を
記
し
て
、
『
脳
内
臨
・
康
永
の
頃

て
、
民
宗
東
波
に
臆
す
る
。
一
在
っ
た
。
江
沼
滞
在
々
所
々
記
に
、
こ
の
村
の
束
の
一
鐙
如
北
州
行
脚
の
時
、
蛍
凶
無
知
の
民
共
の
宗
義
に

カ
ク
シ
ョ
ウ
.
ジ
箆
照
寺
随
一
平
一
部
宇
出
徐
に
在
一
山
脇
に
態
収
跡
が
あ
っ
て
魔
替
の
館
と
い
ひ
、
五
十
一
地
醇
す
る
の
像
、
小
剰
を
今
の
本
城
の
地
に
創
設
す
o

っ
て
、
回
拠
出
訳
東
援
に
屈
す
る
。
山
援
は
金
龍
山
。
一
聞
に
三
十
聞
許
あ
る
と
す
る

0
4カ
タ
ゼ

y

m
克
議
。
一
是
そ
の
櫨
興
な
り
o
』
と
記
す
る
如
き
は
、
即
ち
是
で

カ
タ
シ
ョ
ウ
ジ
愚
性
寺
珠
洲
郡
宗
玄
に
在
つ
一
カ
ク
タ
イ
イ
ン
廓
諦
院
加
賀
務
主
第
六
代
前
一
あ
る
o
m
M
如
が
加
賀
に
入
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
子
慈

て
、
民
宗
商
波
に
鴎
す
る
。
山
鋭
は
清
海
山
。
一

m吉
徳
の
子
務
六
郎
利
貨
の
法
説
。
詳
し
〈
は
廊
諦
一
俊
の
著
な
る
抑
制
蹄
給
調
、
そ
の
弟
子
来
事
の
者
な
る

カ
ク
ジ
ヨ
ウ
ジ
鑓
成
寺
江
泊
郡
高
塚
に
在
つ
一
院
智
源
了
諮
問
士
0

・
一
最
須
給
制
等
、
信
懇
す
べ
き
mm
砲
に
凡
べ
て
見
る
厨

て
、
民
宗
商
波
に
鴎
す
る
o
も
と
遊
説
で
あ
っ
た
が
、
一
カ
タ
チ
垣
内
能
積
穴
水
来
迎
寺
文
書
、
臨
永
一
が
な
い
。
況
や
附
臨
・
康
永
の
頃
に
笛
つ
て
は
、
提

明
治
十
一
一
年
安
芸
の
公
務
そ
評
さ
れ
た
。
一

E
一
一
年
七
主
言
語
紙
に
重
重
し
き
ま
き
一
如
の
齢
阪
に
七
十
有
像
。
到
底
こ
の
僻
慨
に
来
た
と

カ
タ
ジ
ヨ
ウ
ジ
鑓
成
寺
脇
烹
郡
吉
舗
に
在
つ
了
、
ち
云
々
』
と
あ
る
か
き
号
ち
は
知
内
で
あ
る
が
‘
一
は
信
じ
縫
い
。
但
し

E
郎
三
年
品
川
一
畿
の
時
か
ら
一
一
一

て
、
民
宗
東
涯
に
臨
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
一
後
川
町
で
は
凡
べ
て
カ
タ
チ
と
制
ん
だ
。
校
村
と
い
ふ
一
年
に
亙
b
、
健
如
が
関
東
・
北
限
に
於
け
る
組
蹴
を

明
治
十
三
年
専
用
寺
町
抗
の
公
一
帯
-P・
許

さ

れ

た

o

一

と

閥

就

義

で

あ

る

。

一

巡

遊

し

て

、

四

帽

の

御

給

停

-P-
作
っ
た
こ
と
は
、
御

ガ
タ
シ
ン
畢
心
路
島
郡
東
地
肌
提
出
京
商
源
勝
回
一
カ
タ
チ
ダ
垣
内
因
調
咋
郁
也
知
院
に
臨
す
る
一
億
一
緒
指
示
記
に
見
え
る
。
故
に
若
し
挺
如
に
し
て
加

寺

の

住

職

で

あ

っ

た

。

簡

は

但

念

。

尺

伸

蛍

務

窓

に

一

部

務

。

一

賀

に

来

た

こ

と

が

あ

る

と

す

れ

ば

、

そ

の

越

後

の

往

感
ぴ
、
司
教
に
任
ぜ
ら
れ
、
寺
内
に
随
聖
位
脅
設
け
一
カ
タ
チ
ダ
ガ
ハ
垣
内
田
川

J
イ
ヒ
ノ
ヤ
マ
ガ
一
涯
に
迦
越
し
た
こ
と
奇
想
像
す
ぺ
〈
、
叉
或
は
臨
長

て

暴

徒

を

導

い

た

。

安

政

六

年

七

且

八

日

寂

、

七

十

一

ハ

俄

山

川

。

一

元

年

五

周

姪

如

・

存

鍵

の

父

子

宮

掛

へ

て

越

前

に

下

七
銭
。
法
名
弘
努
庵
皐
仙
。
カ
タ
チ
ユ
ウ
シ
ョ
ウ
ジ
甥
中
小
路
金
揮
の
萄
一
・
り
、
大
町
如
遊
の
家
に
止
っ
て
敬
仔
信
穏
や
・
相
傍
し
.

カ

タ

シ

ン

イ

ン

露

心

院

町

名

O

卸
皆
師
内
山
娃
仲
の
邸
宅
は
堤
町
町
家
の
尻
一
た
と
い
ふ
か
ら
、
此
の
時
を
以
て
深
〈
加
賀
に
足
跡
』
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